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移民、難民、少子化は人類の問題

• 移民、難民、少子化は人類の問題であるのにナショナリズ
ムが蠢く

• 移民とナショナリズム

• ウクライナからの難民と避難民

• 右翼志向の国家政府は難民を受け入れるのに躊躇する

• 人口移動は、人類がたどる自然の流れ

• 外国人の受け入れは、受け入れ国にもそれなりの覚悟が要
る
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移民、難民、少子化は人類の問題である。
ヨーロッパ、アメリカ、アジア､アフリカ、南アメリカの経済と紛
争、難民と移民を見ていると、地球温暖化と同じように、どうも
文化とか地域とか言語とかの問題ではなくて、限られた空間の地
球に生きる人類の問題と思えてならない。移民や難民、外国人に
対して、不要な反感や対立感情にとらわれないためには、そのよ
うな感覚を持つことが必要であると考えている。難民の流入、経
済難民、犯罪、ナショナリズムという現象は、東アジアを含めて、
ヨーロッパ、北アメリカ、南アメリカ、アメリカ、中東やインド
やロシアの現在含むアジアに普遍的である。外国人の受入れに寛
容な国も、その数が増えると、急速に排外的になる。私は外国人
対して偏見をもっていないと言う人は、自分が何を言っているの
か分からない人である。少子化に陥っている先進国は、外国人労
働者や難民を必要としているにも拘わらず。



人類ほど残虐な動物はない。これは私がアフリカで得た洞察であ
る。領土や人種や宗教やナショナリズムを持ち出して、他国への侵
略を自衛と称し、他国にミサイルやロケットや自爆ドローン落とし
ても、痛みを感じない。人類が生物の中で最も残虐な生物だと言う
ことを証明している。よりよい生活を求めて、他国で就職活動を
行ったり、留学したり、命の危険性から自国から避難してくる人を
隔離し、追い返すことが、崇高な国家の目的であるかのように叫び、
外国人排斥を政治の道具化にする。選挙に勝つためには、敵のイ
メージを作り、政治的・文化的・イデオロギー的対立を起こし、ナ
ショナリズムに訴え、自分たちこそがこの国を守るのだと主張する。
そんな嘘を何度も聞かされている内に、涵養理論によって易々と陰
謀論に取り込まれていく市民。それが今日の姿である。



忘れてならないのは、少子高齢化と移民の問題は先進国だけの
問題ではない。地球的規模で起こっている人類の共通の問題であ
る。80年代90年代の頃、少子高齢化は、儒教国家である日本や韓
国、そして一子政策を行った中国に顕著見られる現象であるとえ
せ学者は主張していた。結婚に対する冷めた感覚がアジアより早
く始まったヨーロッパでは、晩婚化と非婚化、離婚が進んでいた。
結婚観や家族観について、欧米と東アジアの文化の違いが真剣に
議論された。アジアでは子供を育てるのは家族の崇高な義務とさ
れた。だから子供の天国だと。日本に少子化が始まると、急遽作
られた少子化対策大臣は、ドイツの例を引いて、子供手当の拡充
は必ずしも少子化にストップがかからないことを言い訳に、日本
は長い間、教育手当、授業料の値下げ、返す必要にない奨学資金
の導入に踏み切らなかった。受益者負担という怪しげな名目で、
大学の授業料は毎年のように値上げされ、大学進学は家庭の負担
とされた。少子化を止める真剣度が足りなかった。



ドイツのように学生は勉学中、最長8年間、年金を払う必要がない。
年金は払ったと見なされる。日本では大学院まで行く人は、授業料だ
けでなく、年金の負担をしなければ、国民年金を満額受け取れない。
人口が劇的に減り始めて、岸田総理は、漸く異次元の子ども手当など
と言葉遊びの政策を打ち出しているが、格差社会是正の真剣度が足ら
ない日本政府は、この問題を放置し続けてきた。結婚も子供を産むこ
とも、罰せられている。少子化の問題は労働者不足と直結するので、
慌てたのは企業であった。ブラジルからの日系の労働者の”里帰り”で
お茶を濁していたが、それでは追いつかず、人権に大いに問題のある
研修生という形で、最低賃金の半分程度で雇用することを正当化し、
数年で首が切れる外国人技能実習制度の導入に踏み切った。ご丁寧に
それは日本の開発援助だ、技術移転だという。形を変えた奴隷制度で
しかないのに。日本で研修を受け、日本語能力三級の外国人の日本滞
在の永住化に2019年に踏み切った。技能実習制度が出来て26年も経
過した後である。



移民とナショナリズム ヨーロッパの例
  仕事を求めて1960年代から多くの外国人労働者が西ヨーロッパに流
入した。最初はトルコやユーゴスラビア、北アフリカなどから。1980
年代終わりから1990年代にかけて、旧ソ連邦から多くの国が独立し、
とりわけ東欧の国々から西ヨーロッパへ多くの労働者が移動した。ク
リミア半島やロシアにいたドイツ系ロシア人もドイツ語がまともに話
せない人々が、ドイツ系と言うだけで仕事を求めてドイツに流入した。
EU加盟国になってシェンゲン条約国になると、今度はEUのどの国で
も働くことが出来る。経済格差、賃金格差はあるので、当然、EUの東
欧圏から西欧圏に多くの労働者が移動した。結果、東ヨーロッパの諸
国は過疎が進む。例えばポーランドでは多くの若い人が流出した。ア
イルランドで働く外国人労働者の内、同じ島のイギリス領土の北アイ
ルランド人の次いで、ポーランド人がずっと二番目にお多い。かくし
てポーランドの若い人口が減るの。
‘There are two main reasons for Poland’s population decline: low birth rates and a continued emigration. ’ In; 
https://www.worldbank.org/en/news/opinion/2012/06/14/poland-aging-and-the-economy

https://www.worldbank.org/en/news/opinion/2012/06/14/poland-aging-and-the-economy


第二次世界大戦後、国連が設立され、冷戦が終わり、世界が平和にな
ると思われた。フランシス・フクヤマはヘーゲルやマルクスの『共産
党宣言』（1848）になぞらえて1989年に”End of the history”を書い
た。フクヤマは冷戦構造の終焉により人類に最終的に平和が訪れると
考えた。確かに冷戦構造の終結以降多くの国は徴兵制度を廃止し、志
願兵で乗り切り、軍事産業が弱体化した。現在の世界情勢はその後様
変わりした。ロシアのウクライナへの軍事介入により軍事力増強の道
に動き出した。中東におけるアメリカのプレゼンスの低下、イスラム
原理派の権力奪取で、多くの難民だ生み出された。

次頁はウクライナからの難民と避難民
Estimated number of refugees from Ukraine recorded in Europe and Asia since February 2022 as of July 2024,

by selected country
Source: https://www.statista.com/statistics/1312584/ukrainian-refugees-by-country/

https://www.statista.com/statistics/1312584/ukrainian-refugees-by-country/
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人権意識の高いヨーロッパでは世界で紛争が起こると、人道支援の名の
下、多くの難民や避難民を受入れてきた。滞在期間が長くなると、彼ら
も定着し始め、外国人労働者となる。また外国人労働者も長く働くと滞
在国の国籍を取得できる。その子供も国籍も取得できる。EU内部にも
格差社会があり、失業者が多い国では、外国人労働者や難民が増加する
と、ナショナリズムという病理が騒ぎ出す。外国人排斥を叫べば、票が
集まるので、極右政党は声高に難民の排斥を叫ぶ。他の穏健な政党もそ
れに対抗すべく、外国人の流入にストップをかけようとする。失業者や
社会弱者はこのようなイデオロギーに影響されて外国人排斥に走る。経
済問題を抱え、失業率が高く、右翼的な政党が政権を取っているところ
では、外国人排斥の傾向が強い。
有権者はそのことが民主主義を内部から蝕むことを自覚しなければな

らない。ポピリズムが怖いのは､この考え方が民主主義を徐々に内から
壊していくのに気づかないことだ。自分の国家に対する忠誠心、愛国心、
郷土愛、家族愛と極右の思想には親和性があるからだ。



どの社会にも格差があり、難民の支援に対して、憎しみの感情を爆発させる極右
の考え方に同調する人が多くなる。難民、経済難民の増加はその国にとって、経済
負担が多くなるので、移民に対する風当たりは強い。イギリスのリシ・スナック前
首相は「不法移民」をルワンダに強制送還することを決定したが、労働党圧勝後に、
新しく選ばれたキール・スターマー首相はこの計画を撤回するとしていたが、EUと
協力して、難民申請が却下された人々の強制送還を迅速化すると約束している。イ
ギリスの右翼、The English Defence Leagueが先導してイギリス各地で難民を収
容しているホテルや外国人を襲撃する事件が起こっている。例えばシェフィールド
の郊外にあるRotherhamで極右と警察官の衝突が8月4日に起きた。その前の7月27
日にはリバプールの北にあるSouthport では3人（6歳、7歳、9歳）の少女がナイフ
で殺害されたが、容疑者はSNSではパキスタン生まれの Ali Al-Shakatiと言う難民
だという噂が広まり、多くの極右の暴動がイギリス各地で起こった。容疑者はその
後難民ではなくてルワンダから移民してきたイギリス生まれの17歳であった。

8月24日にはドイツのゾーリンゲンでも4人が殺害されたが、容疑者はシリアから
の難民申請者で、ISのメンバーだという。9月1日のドイツ・チューリンゲン州とザ
クセン州の州議会の選挙で、極右の圧勝が予想されるからという情けない政治的判
断から、難民の非認定者や犯罪者をドイツは直ちに裏ルートでアフガニスタンと交
渉し、ドイツで犯罪を行ったアフガニスタン人28名を、8月31日に大急ぎでアフガ
ニスタンに送り返した。



人口移動は、人類がたどる自然の流れ
人口移動は、人類がたどる自然の流れだと私は認識している。グロー

バルな経済システムとテクノロジーの発展、資本主義と利潤の追求のな
かでは国境はもはや砦ではなくなっている。高品質でデザイン性に勝れ、
高価格でも売れるためには、その製品は安全で環境に優しく、生産工程
の最初から廃棄に至まで、人権と環境に配慮する必要があり、再生可能
なグリーン･エネルギーを使用し、それにふさわしい流通システムなど
も提供する必要がある。このような国際的な圧力のもと、国際競争に勝
ち得るためには、高学歴と専門性とAIが鍵となる。教育期間は長くなり、
晩婚化や非婚化が進み、子供の数は例外なしに低下する。勿論、専門家
やIT技術者だけが必要なのではなく、同時に例えば看護や介護、食料生
産、林業、漁業、建築、土木、流通などに従事するエッセンシャル・
ワーカーの不足も顕著になる。外国人労働者の吸引力は高まる。かくし
て国境を超えた労働者の獲得競争が激しくなる。人新世と呼ばれている
時代では、人類そのものが自ら作った環境と条件に合わせるべく、地球
を変えて行く。



ドイツでも結婚時期が後にずれて来ている



ヨーロッパ各国の移民数（ヨーロッパ国内からの移民を含
む）



ドイツのケース



移民がなかったらドイツの人口は



外国人の受け入れは受け入れ国にもそれな
りの覚悟が要る

研修生制度
少子化なら外国人労働者の受け入れを増大させたらという議論ある
が、そう簡単な問題ではない。彼らの教育をどうするのか、彼らの
住宅問題、外国人を受入れた地区のゲットー化をどうするのか。同
じ住民として受入れる、将来の自国人として受入れる、外国人と本
当に共生を図るという強い意志と住民の同意がなければ、軋轢が生
まれる。この第1世代外国人の子供の教育にもかなり覚悟が要る。

日本の留学制度
外国人留学生は文部省の規程によれば学期中は最大、週に28時間の
労働が許される。学期休暇中は40時間まで良いと言うのは、まとも
な教育制度ではない。

外国の労働者から選ばれる国にならないと，その国も未来はない。



非常感谢您的关注。

정청, 정말고마워요。

ご静聴、どうもありがとうございます。
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